
亀 山 市 病 院 事 業 公 告 第 ３ 号  

 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル（ 以 下「 プ ロ ポ ー ザ ル 」と い う 。）を 行 う の

で 、 次 の と お り 公 告 す る 。  

令 和 元 年 １ ０ 月 ８ 日  

亀 山 市 病 院 事 業 管 理 者  

地 域 医 療 統 括 官  伊  藤  誠  一  

１  業 務 概 要  

（ １ ） 業 務 名  

   亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー 医 事 業 務 委 託  

（ ２ ） 委 託 施 設 の 概 要  

  ア  施 設 の 名 称  亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー  

イ  施 設 の 所 在  三 重 県 亀 山 市 亀 田 町 ４ ６ ６ 番 地 １  

ウ  診 療 科  内 科 （ 外 来 透 析 を 含 む 。）、 外 科 、 整 形 外 科 、 眼

科 （ 週 ３ 日 ）  

エ  許 可 病 床 数  ９ ２ 床  

オ  １ 日 平 均 外 来 患 者 数  １ ４ ９ 人 ／ 日 （ 平 成 ３ ０ 年 度 ）  

カ  １ ０ 対 １ 入 院 基 本 料 （ 出 来 高 算 定 ）  

キ  地 域 包 括 ケ ア 病 棟 入 院 料 （ 入 院 医 療 管 理 料 ）  

ク  １ 日 平 均 入 院 患 者 数   ６ ５ 人 ／ 日 （ 平 成 ３ ０ 年 度 ）  

ケ  外 来 透 析 患 者 数      ６ ０ 人 （ ベ ッ ド 数 ２ ３ 床 ）  

コ  訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン・訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン（ み な   

し 指 定 ）  

（ ３ ） 契 約 期 間  

   契 約 の 日 か ら 令 和 ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で  

   た だ し 、契 約 の 日 か ら 令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で は 準 備 期 間

と し 、 費 用 の 支 払 は 生 じ な い も の と す る 。  

（ ４ ） 業 務 の 内 容  

   亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー（ 以 下「 医 療 セ ン タ ー 」と い う 。）に

お け る 医 療 事 務 業 務 及 び そ れ に 付 随 す る 各 種 業 務 。具 体 的 な

内 容 は 、 亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー 医 事 業 務 委 託 仕 様 書 」（ 以 下

「 仕 様 書 」 と い う 。） の と お り と す る 。  

（ ５ ） 業 務 の 仕 様  

   具 体 的 な 内 容 は 、仕 様 書 の と お り 。た だ し 、契 約 時 又 は 契

約 締 結 後 に お い て 委 託 者 及 び 受 託 者 協 議 の う え 仕 様 書 の 内



容 を 変 更 で き る こ と と す る 。  

２  参 加 資 格 要 件  

本 プ ロ ポ ー ザ ル に 参 加 で き る も の は 、次 に 掲 げ る 要 件 を 全 て

満 た し て い る 法 人 と す る 。  

（ １ ）財 政 状 況 、損 益 状 況 及 び 資 金 状 況 が 良 好 で あ る こ と 。ま た 、

手 形 交 換 所 か ら 取 引 停 止 処 分 を 受 け る 等 経 営 状 態 が 著 し く 不

健 全 な 者 で な い こ と 。  

（ ２ ） 令 和 元 年 ７ 月 １ 日 現 在 、 過 去 ５ 年 以 内 に 三 重 県 、 愛 知 県 又

は 岐 阜 県 内 の 自 治 体 病 院 に お い て １ ０ ０ 床 以 上 の 出 来 高 算 定

の 医 事 業 務 を １ 年 以 上 受 託 し て い る 病 院 が 複 数 あ る こ と 。  

（ ３ ） 医 療 セ ン タ ー の 医 療 事 務 シ ス テ ム （ 電 子 カ ル テ シ ス テ ム を

含 む 。 ） を 使 用 し 、 委 託 業 務 の 遂 行 が 可 能 で あ る こ と 。  

（ ４ ） 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ２ 年 政 令 第 １ ６ 号 ） 第 １ ６ ７ 条

の ４ の 規 定 に 該 当 し な い 者 で あ る こ と 。  

（ ５ ） 民 事 再 生 法 （ 平 成 １ １ 年 法 律 第 ２ ２ ５ 号 ） に 基 づ き 再 生 手

続 開 始 の 申 立 て を し て い る 者 若 し く は 再 生 手 続 開 始 の 申 立 て

が さ れ て い る 者 （ 同 法 第 ３ ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 再 生 手 続 開

始 の 決 定 を 受 け た 者 を 除 く 。 ） 又 は 会 社 更 生 法 （ 平 成 １ ４ 年

法 律 第 １ ５ ４ 号 ） に 基 づ き 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い る

者 （ 同 法 第 ４ １ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 更 生 手 続 開 始 の 決 定 を 受

け た 者 を 除 く 。 ） で な い こ と 。 た だ し 、 一 般 （ 指 名 ） 競 争 入

札 参 加 資 格 の 再 審 査 に 係 る 認 定 を 受 け て い る 者 を 除 く 。  

（ ６ ） 市 税 、 法 人 税 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 滞 納 し て い な い こ

と 。  

（ ７ ） 事 業 の 代 表 者 、 役 員 （ 執 行 委 員 を 含 む 。 ） 又 は 支 店 若 し く

は 営 業 所 を 代 表 す る 者 等 、 そ の 経 営 に 関 与 す る 者 が 、 暴 力 団

員 又 は 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る

法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ ７ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 暴 力

団 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 若 し く は 暴 力 団 員 と 密 接 な 関 係 を 有

す る 者 で な い こ と 。  

（ ８ ） 参 加 資 格 確 認 申 請 書 受 付 期 限 ま で に 亀 山 市 病 院 事 業 契 約 規

程 （ 平 成 ２ ８ 年 亀 山 市 病 院 事 業 管 理 規 程 第 ２ ７ 号 ） 第 ２ 条 に

お い て 準 用 す る 亀 山 市 契 約 規 則 （ 平 成 １ ８ 年 亀 山 市 規 則 第 ５

号 ）第 ２ 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 入 札 参 加 資 格 者 名 簿 に 登 録 さ れ 、



そ の 後 、 継 続 し て 登 録 さ れ て い る 者 で あ る こ と 。  

（ ９ ） 亀 山 市 物 品 調 達 等 に 関 す る 要 綱 （ 平 成 ２ ０ 年 亀 山 市 告 示 第

１ ５ ７ 号 ） 第 １ １ 条 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ て

い る 亀 山 市 建 設 工 事 等 に 係 る 指 名 停 止 措 置 要 綱 （ 平 成 １ ７ 年

亀 山 市 告 示 第 ６ 号 ） の 規 定 に よ る 指 名 停 止 を 受 け て い る 期 間

中 の 者 で な い こ と 。  

（ １ ０ ） 本 業 務 の 実 施 に つ い て 、 医 療 セ ン タ ー と 緊 密 な 連 絡 調 整

が 取 れ る 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と 。  

３  担 当 部 署  

亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー 地 域 医 療 部 病 院 総 務 課  

  〒 ５ １ ９ － ０ １ ６ ３  

  亀 山 市 亀 田 町 ４ ６ ６ 番 地 １  

  電 話 ： ０ ５ ９ ５ － ８ ３ － ０ ９ ９ ０  

 フ ァ ク シ ミ リ ： ０ ５ ９ ５ － ８ ３ － ０ ３ ０ ６  

  電 子 メ ー ル ア ド レ ス ： i j i @ c i t y. k a m e y a m a . m i e . j p  

４  公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル 実 施 要 領 及 び 仕 様 書 の 交 付  

（ １ ） 交 付 期 間  

令 和 元 年 １ ０ 月 ８ 日（ 火 ）か ら 令 和 元 年 １ ０ 月 ２ １ 日（ 月 ）

ま で  （ 日 曜 日 、土 曜 日 及 び 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律（ 昭 和 ２

３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ） に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時

３ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 １ ５ 分 ま で  

（ ２ ） 交 付 場 所  

３ の 担 当 部 署 と す る 。  

（ ３ ） 交 付 方 法  

 直 接 交 付 又 は 亀 山 市 ホ ー ム ペ ー ジ か ら の ダ ウ ン ロ ー ド に

よ る 。  

（ ４ ） 交 付 書 類  

  ア  亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー 医 事 業 務 委 託 に 係 る 公 募 型 プ ロ

ポ ー ザ ル 実 施 要 領 （ 以 下 「 実 施 要 領 」 と い う 。 ）  

  イ  亀 山 市 立 医 療 セ ン タ ー 医 事 業 務 委 託 仕 様 書  

  ウ  プ ロ ポ ー ザ ル 参 加 意 思 表 明 書  

  エ  業 務 実 績 調 書  

５  参 加 意 思 表 明 手 続  

プ ロ ポ ー ザ ル 参 加 希 望 者 は 、次 の と お り 参 加 意 思 表 明 書 及 び



資 料（ 以 下「 参 加 意 思 表 明 書 等 」と い う 。）を 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。  

（ １ ） 提 出 期 限  令 和 元 年 １ ０ 月 ２ １ 日 （ 月 ） 午 後 ５ 時 １ ５ 分

必 着   

（ ２ ） 提 出 場 所  ３ の 担 当 部 署 と す る 。   

（ ３ ） 提 出 方 法 等   

ア  持 参 又 は 郵 送 と す る 。  

イ  持 参 の 場 合 は 、 提 出 期 限 ま で の 日 （ 日 曜 日 、 土 曜 日 及 び

国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ） に

規 定 す る 休 日 を 除 く 。）の 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 １ ５

分 ま で を 受 付 時 間 と す る 。  

６  参 加 資 格 審 査  

  参 加 意 思 表 明 書 等 の 提 出 資 料 に 基 づ き 、参 加 資 格 要 件 の 審 査

を 行 う 。参 加 資 格 審 査 結 果 は 、各 応 募 者 に 参 加 資 格 審 査 結 果 通

知 書 を 電 子 メ ー ル で 通 知 す る 。併 せ て 、参 加 資 格 要 件 を 満 た し

て い る 者 に は 、 企 画 提 案 書 の 提 出 の 要 請 を 行 う 。  

７  企 画 提 案 書 の 提 出  

企 画 提 案 書 の 提 出 を 要 請 さ れ た 者（ 以 下「 企 画 提 案 者 」と い

う 。 ） は 、 実 施 要 領 及 び 仕 様 書 に 基 づ き 企 画 提 案 書 を 作 成 し 、

次 の と お り 提 出 す る も の と す る 。  

（ １ ） 提 出 期 限  令 和 元 年 １ １ 月 ８ 日 （ 金 ） 午 後 ５ 時 １ ５ 分 必

着   

（ ２ ） 提 出 場 所  ３ の 担 当 部 署 と す る 。   

（ ３ ） 提 出 方 法  

ア  持 参 又 は 郵 送 と す る 。  

イ  持 参 の 場 合 は 、 参 加 者 は あ ら か じ め ３ の 担 当 部 署 に 連 絡

す る も の と し 、 提 出 期 限 ま で の 日 （ 日 曜 日 、 土 曜 日 及 び 国

民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ） に 規

定 す る 休 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 １ ５

分 ま で を 受 付 時 間 と す る 。  

８  そ の 他  

（ １ ）参 加 意 思 表 明 書 等 、企 画 提 案 書 等 の 提 出 及 び プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン に 要 す る 費 用 は 、 提 案 者 の 負 担 と す る 。  

（ ２ ） 提 出 さ れ た 企 画 提 案 書 は 、 返 却 し な い 。  



（ ３ ） 提 出 さ れ た 企 画 提 案 書 は 、 亀 山 市 情 報 公 開 条 例 （ 平 成  

１ ７ 年 亀 山 市 条 例 第 １ ９ 号 ） の 規 定 に 基 づ き 公 開 す る 場 合 が

あ る 。  

（ ４ ）提 出 さ れ た 企 画 提 案 書 は 、当 該 業 務 の 契 約 締 結 候 補 者 の 選

定 以 外 に 提 出 者 に 無 断 で 使 用 し な い も の と す る 。  

（ ５ ）企 画 提 案 書 に 虚 偽 の 記 載 を し た 場 合 は 、当 該 企 画 提 案 書 を

無 効 と す る と と も に 、虚 偽 の 記 載 を し た 者 に 対 し て 、亀 山 市

物 品 調 達 等 に 関 す る 要 綱 第 １ １ 条 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ

る こ と と さ れ て い る 亀 山 市 建 設 工 事 等 に 係 る 指 名 停 止 措 置

要 綱 の 規 定 に よ る 指 名 停 止 又 は 契 約 等 の 相 手 方 と な る も の

か ら 当 分 の 間 排 除 す る 措 置 を 行 う こ と が あ る 。   

（ ６ ）企 画 提 案 等 の 手 続 に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨 は 、日 本

語 及 び 日 本 国 通 貨 に 限 る 。   

（ ７ ）参 加 辞 退 は 自 由 で あ り 、辞 退 し て も 今 後 不 利 益 と な る よ う

な 取 扱 い は し な い 。  


